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ねむれないぼくは夜中の３時ごろにげんかんに出て星空をながめました。

ぼんやりみているとまっくろなよぞらがびくともしないさまを

みせつけられてぼくは世界はかたまってしまったかのようにおもいました。

 
ほらぼくのからだもカチンコチンにかたまって、、、
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ボーンボーン‼�
そのとき急に柱時計がなり、ふりこがかちこちとせわしくゆれるのをみました。

世界はまだこんなにも力強くうごいていたのです。
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また夜空を注意深く見るとたくさんの流れ星が降りそそいでいました。

今のぼくは空の流れ星と地上のふりこ2つの動きに挟まれているのです。
そんなぼくのからだのなかには心臓も力強く鼓動しているのです。

ぼくは両腕でぎゅっとからだを抱きしめました。

 
 
ああもう眠る時間だ寝ることにしよう、、、
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